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児童の合言葉

○英語いっぱい

○音楽いっぱい

○草花いっぱい

○笑顔いっぱい

令和７年４月１５日発行 発行者：髙橋 修一

よろしくお願いします!
４月１日から古山小学校の校長となりました、髙橋 修一（たかはし しゅういち）です。古山小学校に

は、平成１４年度から１７年度の３年間、勤務させていただきました。また、古山小で勤
めることができ、大変うれしく思っています。「子どもたちが通いたくなる学校」「保護
者が通わせたくなる学校」、「教職員が勤務したくなる学校」、「地域と共にある学
校」を学校経営の方針として、教職員と保護者、地域の皆様と連携して、児童の健や
かな成長のために努めていきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

新任式
古山小では、４月に、新たに１３名の教職員が入り、４月８日（火）に新任式を

行いました。児童代表の６年生のあいさつや、校歌の歌声が素晴らしく感じまし
た。校長も含め、新しく赴任した教職員は、早く古山小学校や地域に慣れて、児
童と「笑顔いっぱい」で過ごしていきたいと思います。

始業式
新任式の後に行った前期始業式では、校長から次のような話をしました。
「古山小学校をもっと楽しい学校にしていきたい。」という話をしました。そのために、児童に３つのお願

いをしました。１つ目は、「わかるようになる・できるようになるというめあてをも
って、進んで学習に取り組む。」、２つ目は、「人のよいところを認め合う。あいさ
つをする。」、３つ目は、「自分の命や健康は、自分で守り、つくる。」です。
それから、古山小児童の合言葉「英語いっぱい」「音楽いっぱい」「草花いっぱ

い」「笑顔いっぱい」の学校づくりも、継続して進めていきたいと思います。
児童代表の６年生からは、よく考えた自分のめあての発表がありました。

入学式
４月１０日（木）に、校庭の桜の花が満開の中、入学式を行いました。ご来賓に、下野市教育委員会教

育長 石﨑様、下野市市議会議員 貝木様、学校運営協議会委員 小林様、浄法寺様、高野様、
倉井様、宮島様、ＰＴＡ会長加藤様、地域学校協働活動推進委員 坪山様にご参列いただき、
１年生の保護者、６年生の児童が見守る中、新入生６５名全員が、元気に入学しました。１年生は緊張
しながらも名前を呼ばれたときに元気に返事をしていました。１年生を迎え、今年度の古山小は、
全校児童４２５名でスタートしました。
６年生は、会場準備や後片付けに一生懸命に取り組んだり、代表児童が１年生に歓迎の言葉を上

手に伝えたりと、新入生をあたたかく迎える気持ちをもって、行動しました。古山小学校の児童の素晴
らしさや思いを感じた入学式となりました。



令和７年度古山小学校教職員

校長 髙橋 修一 １年１組（主） 今城 生子 公仕 渡部 真弓
教頭 小栗 昭彦 １年２組 坪山 学史 学校生活支援員 田代 美樹
教務主任 髙橋 真江 ２年１組（主） 佐藤 のりこ 学校生活支援員 中祖 久美子
事務長 上野 りえ子 ２年２組 大塚 翔仁 学校生活支援員 富樫 千恵
養護教諭 伊藤 美穂 ３年１組(主) 余川 美智雄 学校生活支援員 和久井 優那
栄養士 櫃間 晃子 ３年２組 鈴木 雅治 学校生活支援員（図書） 上野 礼子
学力向上（TT） 舘野 如美 ４年１組(主) 草場 大樹 教員業務支援員 岩永 克子
英語専科 久世 佳子 ４年２組 中村 梨乃 ALT ホセリト ラビナ

初任者指導 蓬田 みどり ５年１組 髙山 宜之 （育児休業） 関口 麻梨奈
スマイルプロジェクト講師 鈴木 智子 ５年２組 田中 菜々子 （育児休業） 鮎ケ瀬 真名美
後補充非常勤講師 塚田 成美 ５年３組(主) 鈴木 愛里
つくし 渡邉 篤美 ６年１組 野澤 はるか
さくら 石島 厚美 ６年２組 安良岡 真里奈
ひまわり(主) 小林 幸子 ６年３組（主）鶴岡 龍馬
かえで 山内 正仁

どうぞよろしくお願いいたします。

令和７年度 古山小学校の学校経営方針

学 校 教 育 目 標

豊かな心と健康な体をもち 自ら考え 正しく判断し 実践できる子どもの育成

目 指 す 児 童 像

進んで学ぶ子ども（知） 心ゆたかな子ども（徳） たくましい子ども（体）

・・学び方が身に付いている子 ・あいさつや返事がよくできる子 ・積極的に体を動かす子
・自ら考え表現できる子 ・だれとも仲良くし親切ができる子 ・健康や食と安全に気を配れる子
・みんなと学び合い高め合う子 ・本をたくさん読み、美しいものに感動 ・自分の命は自分で守れる子
・よく学び、工夫する子 できる子

・素直で思いやりのある子

学 校 経 営 の 方 針

（１）指導方法の工夫・改善に努め、児童が、「分かる喜び、学び合う楽しさ」を味わい、確かな学力と、生
涯に渡って学び続けようとする態度を育む。

（２）児童一人一人の人権が尊重され、互いに認め合い助け合いながらそれぞれの個性や能力が発揮
できる「安心感と自信をもって学べる学校づくり」を全教職員で進める。

（３）自らの健康を考え、実践できる力を育み、自他の生命を大切にしようとする態度の育成を図る。
（４）児童にふるさとを愛し、自分の身近な人々や社会のために働こうとする態度を養わせ、家庭や地域
との連携を深め、地域とともにある学校づくりに努める。

（５）教職員一人一人が自らの力を発揮し、信頼し合い、認め合い、同僚性の高い職場環境をつくる。


